
2019.4.11 近未来モビリティ研究会活動 

来日中国人観光客を多く見受ける。観光客増加の実際と中国経済､生活ﾚﾍﾞﾙの向上の 

関連を検証した。又大連地区での生活ﾚﾍﾞﾙ及び来日経験などの実情をﾋｱﾘﾝｸﾞ調査した。 

・来日観光客は2,869万人(2017年)。その内訳は中国が736万人と１位。続いて韓国､台湾。 

 増加要因①所得の増加②ﾋﾞｻﾞ発給条件緩和③LCC就航④円安⑤日本への関心の高まり 

・中国経済は世界第2位(2018年)､平均年収は日本の1.8倍(2015年)と所得は増加し観光客 

 増加の要因が伺える 
    

 
 
中国事情（その３） ―来日中国人観光客増加と背景― 三浦 正 
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大連(開発区)の実情(ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査等) 

・給与(月給)；中国全体の統計ﾃﾞｰﾀ(約37,000元)に比して低い(2,000‐20,000元) 

・物価は総じて安く、低い給与でも普通に生活は出来る 

・日本観光の経験者は少ない(出稼ぎ､研修､出張は除く) 

来日観光客像；富裕層(ﾘﾋﾟｰﾄも多い)､共稼ぎ･親の援助の中間層、都市部､大企業勤務層 

    

   

・東京6日間； 
  3680元/人 
(東京6日間) 

【日本への観光料金例(大連】 

・三古都6日間； 
  5480元/人 
(大阪､京都､奈良他) 

・三遊園地6日間； 
  3680元/人 
(TDL､USJ､ﾊｲﾗﾝﾄﾞ) 


